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湿潤組織に対するシーリング効果を示す疎水化タラゼラチン接着剤の創製
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1. 研究背景・目的

組織接着剤は，外科手術に用いられているが，現在使用さ
れている接着剤は接着強度と生体親和性の両立に課題があ
り，それらを併せ持つ接着剤が求められている。我々はこ
れまでに，ブタ由来ゼラチンにコレステリル基を導入する
ことで生体組織に対して高い接着強度示す組織接着剤を開
発したが，ブタ由来ゼラチンは高濃度・低温において流動
性が低いという課題があった1)。本研究では，イミノ酸含
有量が低いことにより低温流動性を示すスケトウダラ由来
ゼラチン（Alaska pollock-derived gelatin, ApGltn）に着目し，
ApGltnにドデシル基を導入したC12-ApGltnを合成した。

2. 実験方法

C12-ApGltnはApGltnに含まれるリジン残基にドデカ
ナールを反応させ，Schif f塩基とした後に2-ピコリンボラ
ンにより還元することで合成した。また，C12-ApGltnは
4S-PEG架橋剤と混合することで接着剤とした（図1）。ブ
タ大動脈組織に対する接着試験は，規格化された方法
（ASTM F2392–04）に従って耐圧強度を評価した。一方，
生体内分解性は，接着剤を硬化させたディスク状接着剤を
ラット皮下に埋入することで評価した。

3. 結果・考察

C12-ApGltn接着剤のブタ大動脈組織に対する耐圧強度
は，未修飾ゼラチン（Org-ApGltn）接着剤およびフィブリン
系接着剤と比較して約3倍の耐圧強度を示した。これは
C12-ApGltn中のドデシル基が，疎水性タンパク質や細胞の
脂質二重層と疎水性相互作用することに起因すると考えら
れた。一方，接着剤の生体内分解性については，C12-およ
びOrg-ApGltn接着剤は強い炎症が確認されることなく，
ラット皮下において28日以内に完全に分解・吸収された。

4. 結論・独創性

生体組織との界面接着強度を向上させるため，疎水基を
導入したC12–ApGltnを合成し，これと生体親和性の高い
4S–PEGから構成される接着剤を調製した。得られたC12–
ApGltn接着剤は，ブタ大動脈に対する耐圧強度がOrg–
ApGltn接着剤あるいは市販接着剤と比較して，約3倍の高
い値を示した。一方，C12–ApGltn接着剤は，ラット皮下に
おいて強い炎症反応を生じることなく28日以内に完全に
分解・吸収された。C12–ApGltn接着剤は，生体組織に対
する接着性および生体親和性をため，幅広い外科領域にお
ける低侵襲治療のための組織接着剤として応用が期待され
る。C12-ApGltn接着剤は，生体組織と化学的な反応ではな
く，物理的な相互作用により接着強度を向上させることで，
接着強度と生体親和性を両立した点が独創的である 2)。
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図1　疎水化タラゼラチン接着剤の in situ架橋


